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（1）対象地域 

 調査地域は、東日本の栃木県佐野市にある、東京農工大学の大学森林 (図 1)。  

 

図-1．調査地 

10×10m の試験区は小水域(KS2)に位置するヒノキ(Chamaecyparis obtusa)の立木の中から選ばれた。  
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（2）重要な図表 

 

図 10 樹冠通過雨の同位体組成とδ18O・δD 間および樹冠通過率間の相関 

2010 年 10 月 28 日の降雨イベント:(a)同位体組成(c)樹冠通過雨とδ18O 

2010 年 11 月 22 日の降雨イベント:(b)同位体組成(d)樹冠通過雨とδ18O 

 

 論文中の図 10 は 10 月 28 日の降雨イベントおよび 11 月 22 日の降雨イベント間の、異なる再分配プロ

セス下における同位体組成に対する樹冠遮断の影響を示している。 

 図 10(a)(b)から、20 件のどの測定についてもδ18O 値とδD 値の間には直線関係が見られた。このこ

とは、樹冠通過雨と樹冠のない場所での降雨(総降雨)が同じ水源を共有していることを示唆している。 

 一方、図 10(c)(d)から、10 月 28 日の降雨イベントでは樹冠通過率が上昇するにつれてδ18O 値が低下

しているのに対し、11 月 22 日の降雨イベントでは対照的にδ18O 値も上昇した。このことから、樹冠内

を通過する際の流路の違いが同位体組成の変化を引き起こしていると考察した。 

 また、(1)蒸発や大気中の水蒸気との交換による物理的分別、(2)雨水中の同位体組成の一時的な変化に

よる選別プロセス の２つのプロセスが同位体組成の変化を引き起こしうると考察している。
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2．提言につながる情報 

（1）モニタリングへの活用 

 樹冠通過雨とそのまま地面へと降水した雨とでは同位体組成が異なる。そのため、モニタリングに樹

木の影響を加味する際に、本研究の成果を一部活用することができる。 

 

（2）流出挙動・経路 

 樹冠通過雨、総降雨 

 

（3）除染の際の留意点 

 なし 

 

（4）担当者のコメント 

 本論文では、東京農工大学のヒノキ樹林において(栃木県)、樹冠通過雨の通過雨量およびその同位体組

成について分析を行った。風の影響が無視できるときには、樹幹からの半径距離と樹冠通過雨量との間

には明確な相関関係があった。一方、風の影響を無視できないときには相関は見られなかった。樹冠の

遮断プロセスについて同位体組成を用いて説明を試みた本研究は、どの程度の雨水が樹冠に衝突したか

を推定する際に有効な示唆を与えている。 

 

 


